
　
　

〜 

放
置
駐
車
抑
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

〜

11

町
田
警
察
署
11
７
２
２
・
０
１
１
０

２００４．４．１１ （５）

生
ご
み
処
理
器
購
入
費

補

助

金

制

度

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
、
短

期
大
学
、
大
学
院
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
等
の
学
生
（
海
外
の
大
学
は

除
く
）
で
本
人
の
前
年
中
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承
認
さ

れ
れ
ば
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
学

生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
は
、
市
役
所
国
保
年
金
課
ま
た

は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
学
生
証
ま
た
は

在
学
証
明
書
と
認
印
を
お
持
ち
下
さ

い
。
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
郵
送

の
場
合
は
、
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在

学
証
明
書
と
記
入
済
の
申
請
書
を
同
封

し
、
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係
（
〒　
１９４

－

８
５
２
０
、
中
町
１－

　

－

　

、
11

２０

２３

７
２
４
・
２
１
２
７
）
へ
お
送
り
下
さ

い
。
申
請
書
は
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
の
納
付
特
例
が

１５

承
認
さ
れ
た
方
で
平
成　

年
度
も
納
付

１６

特
例
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
再
度
申
請

が
必
要
で
す
の
で
お
早
め
に
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

ハ
チ
や
巣
を
見
つ
け
た
ら

国
民
年
金

学
生
納
付
特
例

制
度
が
あ
り
ま
す

【
購
入
前
の
申
請
が
必
要
で
す
】

○
対
象
者　

市
内
在
住
の
引
き
続
き
５

年
以
上
居
住
予
定
の
方
で
、
処
理
器
を

家
庭
で
継
続
し
て
適
正
に
使
用
で
き
る

方○
対
象
処
理
器　

①
生
ご
み
を
手
動

（
レ
バ
ー
を
回
転
さ
せ
る
等
）
で
か
く

は
ん
し
、
微
生
物
に
よ
り
分
解
ま
た
は

消
滅
さ
せ
る
も
の
②
生
ご
み
を
電
動
で

か
く
は
ん
ま
た
は
保
温
し
、
微
生
物
で

分
解
ま
た
は
消
滅
さ
せ
る
も
の
③
生
ご

み
を
熱
乾
燥
し
て
体
積
を
減
少
さ
せ
る

も
の

○
補
助
額　

１
万
円
を
上
限
と
し
て
、

購
入
金
額
か
ら
消
耗
品
費
や
消
費
税
を

除
い
た
２
分
の
１
の
額
（
１
０
０
円
未

満
切
り
捨
て
）

※
補
助
金
の
交
付
は
１
世
帯
１
回
ま
で

（
５
年
を
経
過
し
た
場
合
は
再
申
請

可
）
。

○
申
し
込
み　

購
入
前
に
所
定
の
申
請

書
（
ご
み
減
量
課
、
市
役
所
市
民
相
談

室
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
民
課
駅
前

連
絡
所
、
玉
川
学
園
文
化
セ
ン
タ
ー
、

木
曽
山
崎
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）
を

清
掃
事
業
部
ご
み
減
量
課
（
〒　

－

０

１９４

２
０
２
、
下
小
山
田
町
３
１
６
０
、
11

販
売
し
て
い
ま
す

生
ご
み
堆
肥
化
容
器

７
９
７
・
０
５
３
０
）
へ
ご
提
出
下
さ

い
（
郵
送
可
）
。

※
市
か
ら
交
付
決
定
通
知
書
が
自
宅
に

届
く
前
に
購
入
さ
れ
た
場
合
、
補
助
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
予
算
の
範
囲
内
で
の
助
成
に
な
り
、

予
定
台
数　

台
で
す
。

９０

　

市
で
は
、
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
容

器
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
見
本
品
は
リ

サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
（
全
種
類
）、

南
・
な
る
せ
駅
前
・
鶴
川
・
忠
生
・
堺

の
各
市
民
セ
ン
タ
ー
（
２
〜
３
種
類
）、

市
役
所
本
庁
舎
（
３
種
類
）
に
あ
り
ま

す
。

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望
の

容
器
名
と
個
数
（
２
セ
ッ
ト
ま
で
）
を

明
記
し
、
ご
み
減
量
課
（
〒　

－

０
２

１９４

０
２
、
下
小
山
田
町
３
１
６
０
、
リ
サ

イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
内
、
11
７
９
７

高
齢
者
入
院
見
舞
金
支
給
制
度

５
月　

日
に
廃
止
し
ま
す

３１

　

今
年
度
、
福
祉
事
業
全
般
に
つ
い
て

事
業
の
見
直
し
を
行
っ
た
結
果
、
介
護

予
防
や
介
護
施
設
の
整
備
事
業
に
あ
て

る
た
め
、
入
院
見
舞
金
は
、
平
成　

年
１６

５
月　

日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
こ
と
に

３１

な
り
ま
し
た
。

　

支
給
の
対
象
と
な
る
方
は
、
平
成　
１６

年
５
月　

日
ま
で
に　

日
以
上
継
続
し

３１

３０

て
入
院
し
て
い
る
方
で
す
（
５
月
３
日

以
降
に
入
院
し
た
場
合
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
）
。

　

申
請
書
の
受
付
は
平
成　

年
３
月　

１７

３１

日
ま
で
で
す
。

○
対
象　

町
田
市
の
老
人
保
健
法
医
療

受
給
者
証
、
高
齢
受
給
者
証
ま
た
は
○福
 

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
で
市
内
に
１
年

以
上
居
住
し
、
本
人
の
前
年
の
所
得

（
１
月
〜
６
月
の
入
院
分
に
つ
い
て
は

前
々
年
の
所
得
）
が
基
準
額
（
＝
左

表
）
以
下
の
方

○
支
給
額　

１
万
円

※
介
護
保
険
の
入
院
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

※
入
院
日
数
は
１
つ
の
医
療
機
関
で
の

日
数
で
す
。

※
平
成　

年
３
月　

日
以
前
の
入
院
分

１２

３１

は
、
７
日
以
上
入
院
し
た
場
合
に
、
入

院
日
数
に
よ
り
見
舞
金
を
支
給
し
ま

す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
入
院
期
間

を
確
認
で
き
る
も
の
②
印
鑑
（
認
印
で

結
構
で
す
）
③
老
人
保
健
法
医
療
受
給

者
証
、
高
齢
受
給
者
証
ま
た
は
○福
 

医
療

証
④
受
給
者
本
人
の
振
込
口
座
（
郵
便

局
は
除
く
）
が
分
か
る
も
の

就

学

援

助

費

学
校
で
か
か
る
費
用
の
一
部
を
援
助
し

ま
す

　

市
で
は
小
・
中
学
校
で
か
か
る
費
用

の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　

援
助
を
行
う
の
は
学
用
品
費
・
給
食

費
・
校
外
活
動
費
・
修
学
旅
行
費
な
ど

で
、
援
助
が
受
け
ら
れ
る
世
帯
は
①
生

活
保
護
受
給
世
帯
②
平
成　

年
中
の
総

１５

所
得
が
一
定
基
準
額
を
超
え
な
い
世
帯

な
ど
で
す
。

　

基
準
額
と
は
、
例
え
ば
本
人
・
配
偶

者
・
子
ど
も
２
人
の
４
人
家
族
で
借
家

の
場
合
、
年
間
の
総
所
得
が
約
３
５
５

万
円
以
下
、
同
様
の
家
族
構
成
で
持
家

の
場
合
、
年
間
の
総
所
得
が
約
２
７
１

万
円
以
下
を
い
い
ま
す
。
た
だ
し
こ
の

金
額
は
大
体
の
目
安
で
、
年
齢
・
家
族

構
成
に
よ
っ
て
多
少
異
な
り
ま
す
（
総

所
得
と
は
年
間
収
入
か
ら
必
要
経
費
を

差
し
引
い
た
後
の
金
額
を
い
い
ま
す
）。

　

手
続
き
は
４
月　

日
ま
で
に
各
学
校

３０

ま
た
は
学
務
課
で
行
っ
て
下
さ
い
。

※
５
月
以
降
も
申
請
で
き
ま
す
が
、
認

定
月
が
変
わ
り
ま
す
。

□問
 

学
務
課
11
７
２
４
・
２
１
７
６

平
成　

年
度

１６公

民

館

ま

つ

り

打

ち

合

わ

せ

会

　

公
民
館
を
利
用
す
る
サ
ー
ク
ル
・
団

体
で
毎
年
行
っ
て
い
る
「
公
民
館
ま
つ

り
」
。
今
年
も
実
行
委
員
会
方
式
で
企

画
・
運
営
し
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
実
行
委
員
会
を
発
足
さ
せ
る
た

め
、
打
ち
合
わ
せ
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
団
体
・
サ
ー
ク
ル

は
、
必
ず
１
人
以
上
の
出
席
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

当
日
は
決
定
事
項
等
が
あ
り
ま
す
の

で
、
会
の
代
表
者
（
運
営
実
務
者
）
の

出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

５
月　

日
（
火
）
午
後
７
時

１１

か
ら

○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
７
階
ホ

ー
ル

□問
 

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
11
７
２
８
・
０

０
７
１

　

暖
か
く
な
る
と
ハ
チ
の
活
動
が
始
ま

り
、
軒
下
や
樹
木
等
の
雨
風
を
し
の
げ

る
場
所
に
巣
を
作
り
ま
す
。
初
期
の
段

階
で
あ
れ
ば
比
較
的
取
り
や
す
い
の

で
、
日
ご
ろ
か
ら
点
検
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

も
し
、
大
き
な
巣
を
見
つ
け
た
場
合

は
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
下
さ

い
。

①
近
寄
ら
な
い
（
特
に
ス
ズ
メ
バ
チ

は
、
巣
を
守
る
本
能
が
強
い
）

②
い
た
ず
ら
し
な
い
（
石
を
投
げ
た
り

棒
等
で
つ
つ
か
な
い
）

③
手
で
払
わ
な
い
（
ハ
チ
は
攻
撃
さ
れ

た
と
思
い
、
刺
し
ま
す
）

④
大
声
を
出
し
た
り
走
り
ま
わ
っ
て
ハ

チ
を
刺
激
し
な
い

⑤
ゆ
っ
く
り
と
静
か
に
立
ち
去
る

⑥
生
活
に
支
障
が
あ
る
時
は
駆
除
す
る

　

市
で
は
、
駆
除
は
し
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
自
主
駆
除
を
行
う
方
に
防
護
服

や
薬
剤
等
を
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
。

　

自
主
駆
除
が
困
難
な
場
合
は
、
専
門

業
者
に
依
頼
を
し
て
下
さ
い
。

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

　

『
神
曲
』
は
「
地
獄
篇
」
「
煉
獄

篇
」
「
天
国
篇
」
合
わ
せ
て
１
０
０
の

詩
か
ら
な
る
大
作
で
す
。
作
者
で
あ
る

イ
タ
リ
ア
の
詩
人
ダ
ン
テ
（
１
２
６
５

〜
１
３
２
１
）
自
身
が
主
人
公
で
、
古

代
ロ
ー
マ
の
大
詩
人
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス

に
助
け
ら
れ
な
が
ら
地
獄
と
煉
獄
を
踏

破
し
、
天
国
で
待
ち
受
け
る
憧
れ
の
女

性
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
と
再
会
し
ま
す
。

『
神
曲
』
で
は
こ
の
旅
で
見
聞
き
し
た

事
柄
が
、
比
類
な
い
想
像
力
と
磨
き
上

げ
た
言
葉
に
よ
っ
て
生
き
生
き
と 
謳 
い

う
た

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ダ
ン
テ
の
描
写
は
非
常
に
具
体
的
で

絵
画
的
な
た
め
、
『
神
曲
』
は　

世
紀

１４

の
彩
飾
写
本
の
時
代
か
ら　

世
紀
に
い

２０

た
る
ま
で
、
多
く
の
画
家
た
ち
に
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
続
け
て
き
ま

し
た
。

　

本
展
で
は
、
図
像
表
現
に
よ
っ
て
こ

の
『
神
曲
』
を
ダ
ン
テ
と
と
も
に
旅
し

て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
期
間　

４
月　

日
（
土
）
〜
６
月　

１７

１３

日
（
日
）

○
休
館
日　

月
曜
日

※
た
だ
し
４
月　

日
（
月
）
・
５
月
３

１９

日
（
祝
）
は
開
館
、
５
月
６
日
（
木
）

は
休
館
。

○
会
場　

同
館
企
画
展
示
室
１
・
２

○
観
覧
料　

一
般
６
０
０
円
、
大
学
・

高
校
生
４
０
０
円
、　

歳
以
上
の
方

６５

３
０
０
円
、
小
・
中
学
生
無
料

※
初
日
（
４
月　

日
）
及
び
開
館
記
念

１７

日
（
４
月　

日
）
は
無
料
。

１９

○
日
時　

５
月
９
日
（
日
）
午
後
１
時

　

分
〜
３
時　

分
（
予
定
）

３０

３０

○
会
場　

同
館
１
階
講
堂
（
入
場
無

料
）

○
内
容　

ダ
ン
テ
と
美
術

○
講
師　

比
較
文
学
者
・ 
平  
川 
� 
弘 
氏

ひ
ら 
か
わ 

ひ
ろ

【
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー

ク
】

○
日
時　

４
月　

日
（
日
）
、
５
月
２

１８

日
（
日
）
、
６
月
６
日
（
日
）
午
後
２

時
か
ら

【
同
時
開
催
・
常
設
展
示
室　

版
画
い

ろ
い
ろ
�
小
特
集
「
若 
林  
奮

     

」
鉄
の

わ
か
ば
や
し 

い
さ
む 

彫
刻
家
を
偲
ん
で
】

　

エ
ッ
チ
ン
グ
は
金
属
が
酸
で
溶
け
る

こ
と
を
利
用
し
た
技
法
で
、
直
接
銅
板

を
彫
ら
な
い
の
で
難
し
い
技
術
は
い
り

ま
せ
ん
。
用
具
・
材
料
は
美
術
館
で
用

意
し
ま
す
。

○
対
象　

未
経
験
者
、
初
心
者

○
日
時　

５
月　

日
、　

日
、　

日

１２

１９

２６
す
け�

＋

（
い
ず
れ
も
水
曜
日
、
全
３
回
）
午
後

１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
会
場　

同
館
版
画
工
房

○
内
容　

単
色
銅
版
（
エ
ッ
チ
ン
グ
技

法
、
ア
ク
ア
チ
ン
ト
技
法
）

○
講
師　

同
館
学
芸
員

○
定
員　
　

人
（
市
内
在
住
の
方
及
び

１２

過
去
５
年
に
同
館
の
講
座
受
講
経
験
が

な
い
方
を
優
先
の
う
え
抽
選
）

○
費
用　

４
８
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
面

に
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
年
齢
（
講
座
の
内
容
、
進
行
に

必
要
。
記
入
は
任
意
）
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
４
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に

２１

国
際
版
画
美
術
館
普
及
係
（
〒　

－

０

１９４

０
１
３
、
原
町
田
４－

　

－

１
）
へ
。

２８

生ごみ堆肥化容器一覧
価格（送料・税込み）特　　　　　徴容量（㍑）容器名
２，７００円地上型のスタンダードタイプです。１３０コンポスター１３０型
２，７００円地上型で小型サイズの角型タイプです。７０コンポスターＤ－７０型
４，７００円地中型で投入蓋以外はすべて土に埋設します。１７０エコロエース

４，４００円ＥＭ菌をふりかけ発酵させる地中型で２個セットです
（発酵資材＝ＥＭ菌５００ｇ１ボトル付き）。３０ミラコンポ

３，１００円地上型で取出口が付いているため、堆肥の取り出しができます。１２０コンポエース１２０Ｎ

３，０００円ＥＭ菌をふりかけ発酵させる地上型で２個セットです
（発酵資材＝ＥＭ菌５００ｇ３袋付き）。１８.３ボカシ肥料専用容器

ＡＴ＃１８

２，２００円ＥＭ菌をふりかけ発酵させる地上型で２個セットです
（発酵資材＝ＥＭ菌５００ｇ３袋付き）。１５ＥＭサポートＲ１５

※容器購入後に発酵促進剤や防臭剤などが必要な場合は、ご自身で購入していただくことになります。ご了承下さい。

所得基準額

所得基準額（円）扶養人数

２，５７２，００００人

３，０５２，０００１人

３，４３２，０００２人

３，８１２，０００３人

国

際

版

画

美

術

館

国

際

版

画

美

術

館

問�

ギュスターヴ・ドレ（１８３２－１８８３）
『地獄篇』より

「ゲリュオンの背に乗って降下する
ダンテとウェルギリウス」

１８６１年初版刊　木口木版

国際版画美術館蔵

描
か
れ
た
地
獄
・

描
か
れ
た
地
獄
・�

　
　
　
　
　
煉
獄
・
天
国

　
　
　
　
　
煉
獄
・
天
国�

ダ
ン
テ

ダ
ン
テ『
神
曲
』

神
曲
』の
旅
の
旅�

描
か
れ
た
地
獄
・�

　
　
　
　
　
煉
獄
・
天
国�

ダ
ン
テ『
神
曲
』の
旅�

方
、
ま
た
は　

歳
以
上
の
夫
婦
・
兄

６０

弟
・
同
居
人
等
で
構
成
さ
れ
る
高
齢

者
世
帯

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１

４
０

　

市
で
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と

し
て
地
震
等
の
災
害
に
お
け
る
高
齢

者
の
安
全
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、

自
宅
の
家
具
等
に
金
具
等
を
付
け
る

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
利
用
者

に
は
金
具
代
の
み
負
担
し

て
い
た
だ
き
、
取
付
代
金

は
市
が
負
担
し
ま
す
。取
付

は
委
託
業
者
の
専
門
の
大

工
が
行
い
ま
す
。

○
対
象　
　

歳
以
上
の
高

６５

齢
者
で
１
人
暮
ら
し
の

約6割の部屋で�
家具が転倒、散�
乱する�

地�

震�

じ�

し
ん�

家
具
転
倒
防
止
金
具
等
取
付
制
度
事
業

家
具
転
倒
防
止
金
具
等
取
付
制
度
事
業�

家
具
転
倒
防
止
金
具
等
取
付
制
度
事
業�

金
具
を
取
り
付
け
安
心
の�

□問
 

高
齢
者
医
療
課
11
７
２
４
・
２
１
４

４

・
０
５
３
０
、
6
７
９
７
・
５
３
７

４
）
へ
。

体
験
講
座
・
銅
版
画

講
演
会


